　　　平成８年度　　社会科年間指導計画（１年）
〔歴史的分野〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市立西高津中学校

 月


 　単　　元　　名


時


テ　ー　マ


 　指導の重点と留意事項



 ４


 人類のおこり


５


 人類は類人猿からどの

 ようにして分かれたか


 環境の激変との関係に注意さ

 せ、二足歩行と手・頭脳の繋

 がりに気づく。




 第１章文明のおこり

 と日本の原始社会


 12


 世界の古代文明を比較

 する


 四大文明・ヨーロッパ・縄文

 文明を比較し、共通点と違い

 をつかみ、文明の意味を考え

 る。



 ５


 第２章日本の古代国

 家と東アジア世界の

 動き


 12


 東アジア世界の動きの

 中で、日本の国家の統

 一過程をつかむ。


 東アジアの歴史を一体のもの

 としてつかむことと、資料を

 見て考えることとを通じて、

 歴史には未解明の部分がある

 ことに気づく。



 ６


 第２章と第４章ヨー

 ロッパ世界の発展の

 一部（８世紀を中心

 として）


 12


 ８世紀の世界をさぐる


 ヨーロッパ・イスラム・中国

 ・日本の統一過程を比較し、

 相互の文化的・政治的関係を

 考える。



 10

 11


 第２章・３章・４章

 の一部（13世紀を中

 心として）


 12


 １３世紀の世界を比べ

 てみよう。


 ヨーロッパ・中国・日本を比

 較し、世界規模での社会の変

 化や文化の変化の関係を考え

 る。



 11

 12


 第３章封建社会の成

 立とアジアのうごき


８


 商工業・貿易の発展と

 商工業者の台頭


 諸勢力の動きを見ながら、室

 町時代は誰が世の中を支配し

 ていたのかを考える。



 １

 ２


 第５章幕藩体制の成

 立と推移


 12


 信長・秀吉・家康は下

 克上の世をどのような

 世にしようとしたのか


 ３者の諸勢力に対する政策を

 比較することを通じて、彼ら

 が目指した社会体制のあり方

 を考える。



 　　小計


 ７３




〔地理的分野〕

 ７

 ９


 第１章いろいろな国

 々・いろいろな生活


 14


 いろいろな国を比べて

 みよう


 日本の緯度を基準として、高

 緯度・中緯度・低緯度の国々

 の気候とくらしを比べること

 を通じて、環境と暮らしのし

 かたの関係を考える。



 10


 第２章さまざまな国

 々

 （第五節東南アジア

 ・第六節中国をあわ

 せて）


 12


 アジアってどんな所？


 東・東南アジアの国々を宗教

 ・民族・言語・歴史・産業・

 問題点について比較すること

 を通じて、アジア地域の共通

 点と違いを考える。



 ２

 ３


 第２章さまざまな国

 々

 （第３節　ＥＵ諸国

 　について）


 12


 一つになるＥＵ諸国
 民族・言語・食物・宗教・産

 業・悩みについて、ＥＵに統

 合される諸国を比較すること

 を通じて、共通点と違いを探

 し、ＥＵ統一の意義と課題を

 考える。






 その悩みを探ってみよ

 う








 　　　小計


 ３８




 　　総　　時　　数


 １１１




 全体的な留意点：・歴史においては、日本一国に止めずに、一つの世紀にお

ける、ヨーロッパ・アジア・日本の動きを比較する事を

通じて、歴史発展の共通性と相互の関係に気づけるよう

 　　　　　　　　　単元を設定した。

最初は全班が発表することで、調べ学習と発表の方法

になれさせ、後半は同じテーマに２班取り組ませ、一つ

を発表、他の一つを質問とし、討論の前提になる力を養

 　　　　　　　　　うように進める。

・地理においては、国際理解・環境の観点に着目できる

 　　　　　　　　　ように留意しながら、比較検討をすすめる。

比較の問題であるので、生活班を単位として課題を

 　　　　　　　　　選択して進めていく。



